














I)先天性甲状腺機能低下症の病因と病態に関する臨床的検討

対象としたクレチン症 19 例の病型、治療開始年令、知能予後は表 1に示した。

異所性のものの機能低下は概して軽く知能予後も良好のものが多かったが、無

甲状腺、甲状腺低形成、甲状腺腫性のものでは 3力月以前に治療が開始されて

も知能低下を残す例がある。男女比は 7:12 で女児に多く病型別には無(低形

成)l5.8%、異所性 63.2%、甲状腺腫性 21%で異所性が多くみられた。ホルモン

合成障害 4 例の内訳は有機化障害 2、ヨードとり込み障害 1、両者の合併 1 で

あり、


